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安
倍
首
相
が
改
憲
へ
の
執
念

を
あ
ら
わ
に
し
、
強
行
す
る
稀

代
の
悪
法
＝
憲
法
違
反
の
「
共

謀
罪
」
法
案
の
廃
案
を
め
ざ
す

市
民
と
野
党
が
総
が
か
り
で
た

た
か
う
真
っ
た
だ
中
で
の
都
議

選
（
6
月
23
日
告
示
、
7
月
2

日
投
票
）
が
直
前
に
迫
っ
て
い

ま
す
。

今
、
東
京
都
政
は
か
つ
て
な

い
ほ
ど
の
注
目
を
浴
び
、
連
日

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
小
池
都
政
の

動
き
が
全
国
に
発
信
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
真
に
問
わ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
、
石
原
都
政

以
来
の
都
民
の
く
ら
し
・
福
祉

置
き
去
り
、
巨
大
開
発
推
進
の

都
政
の
あ
り
方
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

貧
困
と
格
差
を
拡
大
し
、
社

会
保
障
の
連
続
改
悪
を
お
し
す

す
め
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
も
と

で
、
都
民
生
活
は
困
窮
の
度
を

増
し
て
お
り
、
今
日
ほ
ど
地
方

自
治
体
の
役
割
で
あ
る
、
住
民

福
祉
の
増
進
を
は
か
り
、
都
民

が
主
人
公
、
都
民
参
加
の
都
政

が
求
め
ら
れ
て
い
る
時
は
あ
り

ま
せ
ん
。

都
議
選
で
、
安
倍
政
権
の
暴

走
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
、
都
民

の
く
ら
し
・
福
祉
第
一
の
都
政
、

都
民
の
願
い
実
現
へ
の
流
れ
を

大
き
く
し
ま
し
ょ
う
。

6月1日、都議会第2回定例会が開
会。革新都政をつくる会は早朝宣伝を
午前8時から都庁中央通りと議会通り
で展開。昼は、都民要求全都連絡会、
東京社会保障推進協議会、東京地評の
3団体が主催する都庁前行動をおこな
い、200人が集まり、プラカード、要求
幕などかかげ、「築地再整備こそ安全
・安心の道」「平和憲法が輝く政治を」
とアピールしました。

豊
洲
移
転
中
止
署
名
を
す
す

め
る
会
は
、
都
議
会
第
2
定
例

会
開
会
中
の
6
月
5
日
、
小
池

知
事
宛
の
築
地
か
ら
豊
洲
へ
の

市
場
移
転
の
中
止
を
求
め
る
署

名
・
第
3
次
分
5
9
8
7
人
分

を
提
出
。
署
名
の
累
計
は
4
万

7
6
2
6
人
分
と
な
り
ま
す
。

代
表
し
て
署
名
提
出
し
た
東

京
商
工
団
体
連
合
会
婦
人
部
の

後
藤
和
子
さ
ん
は
「
築
地
（
世

界
の
）
ブ
ラ
ン
ド
を
絶
対
な
く

し
た
く
な
い
と
い
う
声
が
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
る
」
と
述
べ
ま

し
た
。
新
日
本
婦
人
の
会
東
京

都
本
部
会
長
の
佐
久
間
千
絵
さ

ん
は
「
小
池
さ
ん
は
、
決
め
ら

れ
る
都
知
事
だ
と
思
い
ま
す
。

食
の
安
心
・
安
全
の
た
め
に
築

地
再
整
備
」
と
話
し
ま
し
た
。

野
田
数
（
か
ず
さ
）
都
知
事

特
別
秘
書
は
「
確
か
に
承
り
ま

し
た
」
と
述
べ
署
名
を
受
け
取

り
ま
し
た
。
提
出
集
会
に
は
、

呼
び
か
け
人
の
三
國
英
実
、
坂

本
功
、
佐
久
間
千
絵
、
神
山
美

知
子
、
森
田
稔
の
各
氏
が
参
加

し
、
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

署
名
提
出
に
先
立
っ
て
、

「
会
」
は
都
の
専
門
家
会
議
（
平

田
健
正
座
長
）
に
対
し
、
土
壌

汚
染
対
策
に
関
す
る
第
2
回
目

の
公
開
質
問
状
を
提
出
。
�
専

門
家
会
議
は
「
豊
洲
無
害
化
」

の
方
針
の
立
場
に
立
っ
て
い
る

の
か
�
な
ど
5
つ
の
項
目
に
つ

い
て
、
6
月
15
日
ま
で
の
回
答

を
求
め
て
い
ま
す
。

2017年6月8日
革新都政をつくる会

かつてない歴史の岐路をめぐる情勢の中、国政の流れにも大きな影響を与える都議会
議員選挙が6月23日告示、7月2日投票で行われます。
都知事とともに二元代表制として「住民の福祉の増進」（地方自治法）につとめ、都知

事の施策、方向性をチェックし、予算と条例を決定するする都議会。その選挙戦は都政を
大きく変えるチャンスです。
革新都政をつくる会は、憲法を都政に生かし、くらし、福祉第一の都政、都民が主人公

の都政への転換をめざしてたたかう革新民主の議席の前進をはかるために全力を尽くす
ことを呼びかけます。

憲法9条を守る議席の前進を
安倍首相は憲法施行70周年の5月3日、2020年に自衛隊の存在を明記した改憲を施行

すると宣言しました。直ちに国民的反対の声と運動が一斉に湧き起っています。
東京には米軍横田基地があり在日米軍司令部が置かれ、オスプレイ配備など戦争と隣

り合わせです。かつて革新都政は�東京から火薬のにおいをなくす�として、平和を都政
の重要課題に位置づけ、軍事基地の返還に全力をあげました。
今次都議選は、憲法9条改定の憲法破壊を許さず、安倍政権が強行する稀代の悪法＝憲

法違反の「共謀罪」法案を廃案に追い込む市民と野党のたたかいの真っ只中での都議選で
あり、その最初の審判のチャンスです。安倍自公政権による憲法破壊から、世界に誇る9
条を守る都民の意思を示す投票結果を出しましょう。首都東京から憲法を守り、生かす政
治の流れをつくりだしましょう。

税金の使い方を変え、くらし、福祉を優先する政治への転換を東京から
保育待機児童をなくし、特養待機者の解消、子どもの貧困対策や貧困と雇用対策、国民

健康保険、介護保険の負担軽減、35人学級等の教育条件改善、中小企業の振興、都営住宅
建設など、「健康で文化的な最低限の生活を営む権利を保障する」ことは政治の責務です。
また、歴代の自民・公明のオール与党都政は、都民のくらし・福祉を置き去りにして、

外かく環状道路や都市計画道路特定整備路線、住環境破壊の再開発などに巨額の税金を
投入してきました。
このような逆立ち都政の転換をめざし、「住民の福祉の向上」を都政の最優先課題に位

置付けて一貫して取り組んできた議員・政党の前進で、都民・国民要求実現の展望を切り
開きましょう。
自民党政治の枠組みの自民・公明・都民ファーストには、安倍政権の暴走にストップを

かけ、切実な都民要求に応えることはできません。小池都政に対しても都民目線でのチェ
ック機能を果たし、都民が主人公の都政を実現する勢力が躍進することがどうしても必
要です。

豊洲移転を中止し、築地で再スタートを
最大の争点となっている築地市場の豊洲移転問題は、石原元知事以来の歴代知事と一

体となって豊洲移転をすすめた自民党・公明党による「都政の闇」の象徴です。都民の
「食の安全・安心」を求める世論と都民運動が都政を動かしています。
6月1日の都議会で小池知事は、豊洲の「無害化」という都民との約束が守られていな

いことを認めました。豊洲移転はすべての土を入れ替えない限り、「無害化」は実現でき
ません。いま、何より求められているのは、調査・検討・決定過程への都民・業者の参加
です。
都議選では、豊洲移転の問題を一貫して追及してきた議員と政党の前進で、築地市場を

守りましょう。

革新・民主の議席の前進で真の都政改革を
石原都政以来の都政は、国と大企業とですすめてきた「世界で一番ビジネスのしやすい

都市づくりへの東京大改造計画」に都民の税金を湯水のようにつぎ込んできました。
その結果、東京一極集中を加速させ、都民のくらしと福祉への施策が次々と後退しまし

た。小池知事もアベノミクスと一体となって、「国家戦略特区」を推進し大規模開発と規
制緩和、金融都市東京の促進を目玉政策として打ちだし、東京を多国籍企業のための都市
につくりかえようとしています。
そして、自民・公明をはじめ都民ファーストにくら替えした議員などオール与党勢力

は、こうした都民不在の悪政に唯々諾々としたがい、チェック機能を果たすことを放棄し
てきました。
この都政を打開する力は都民世論です。そして何より求められているのは、都政への都

民参加の保障です。都民と情報共有し、都民と手をたずさえ、真の都政改革をすすめる革
新・民主の議席の前進に力をあわせてがんばりましょう。

東京から安倍改憲ノーの審判をくだし、豊洲移転中止・築地再スタート、
くらしと福祉を充実し、平和な東京をめざす革新民主の議席増を

野田特別秘書（左端）に署名
を手渡す代表

新
婦
人
都
本
部
で
は
、
築
地

市
場
の
豊
洲
市
場
移
転
問
題
を

「
築
地
市
場
を
守
る
こ
と
は
日

本
の
農
水
産
業
と
私
た
ち
の
食

を
守
る
こ
と
」
と
位
置
づ
け
10

年
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

小
池
都
知
事
が
移
転
延
期
を

表
明
、
注
目
が
集
ま
る
よ
う
に

な
り
ま
し
が
、
消
費
者
の
声
や

卸
売
市
場
か
ら
仕
入
れ
を
す
る

小
売
店
・
飲
食
店
の
声
が
殆
ど

報
じ
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
「
東

京
お
寿
司
屋
さ
ん
・
お
魚
屋
さ

ん
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
新
婦
人
の
会
員
が
自

分
の
住
ま
い
の
近
く
の
お
店
を

訪
ね
、
私
た
ち
の
運
動
を
伝
え

な
が
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い

し
ま
し
た
。
（
07
年
2
月
〜
3

月
／
約
3
0
0
店
舗
訪
問
し
回

答
数
は
82
店
舗
。
）

新
婦
人
都
本
部
で
は
、
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
と
消
費
者
と
し
て

「
豊
洲
市
場
へ
の
移
転
は
中
止

を
」
と
小
池
都
知
事
あ
て
に
要

望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、
環
境
基

準
を
超
え
る
有
害
物
質
が
検
出

さ
れ
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
に

よ
っ
て
回
答
者
の
多
く
が
「
早

期
の
移
転
中
止
」
は
望
ん
で
お

ら
ず
、
「
安
全
性
が
確
認
で
き

る
ま
で
移
転
す
る
べ
き
で
は
な

い
」
（
14
・
6
％
）
、
「
移
転

は
せ
ず
築
地
で
再
整
備
」
（
51

・
2
％
）
を
望
ん
で
い
ま
す
。

築
地
で
再
整
備
を
望
む
理
由

と
し
て
は
、
土
壌
汚
染
の
問
題

だ
け
で
な
く
、
豊
洲
市
場
へ
の

交
通
ア
ク
セ
ス
の
不
便
さ
や
、

市
場
で
利
用
す
る
駐
車
場
の
不

足
な
ど
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
「
商
品
を
お
ろ
し
て
い
る
保

育
園
か
ら
豊
洲
市
場
で
は
取
引

で
き
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
」

と
い
う
回
答
も
あ
り
ま
し
た
。

自
民
党
都
議
ら
が
、
築
地
市

場
の
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
衛
生

や
耐
震
な
ど
の
老
朽
化
対
策
を

怠
っ
て
来
た
の
は
東
京
都
で
あ

り
、
議
会
と
し
て
チ
ェ
ッ
ク
機

能
も
果
た
さ
ず
、
改
修
に
必
要

な
予
算
も
承
認
し
な
か
っ
た
自

民
、
公
明
党
ら
の
都
議
会
議
員

の
責
任
も
重
大
で
す
。
都
民
・

国
民
の
食
の
安
全
や
安
定
的
供

給
の
責
任
を
投
げ
捨
て
、
土
壌

汚
染
の
あ
る
豊
洲
市
場
に
6
0

0
0
億
円
も
の
予
算
を
承
認
し

た
こ
と
へ
の
反
省
が
全
く
な
い

こ
と
に
強
い
憤
り
を
感
じ
ま

す
。7

月
の
都
議
会
議
員
選
挙
で

は
、
議
席
目
当
て
の
候
補
者
を

見
破
り
、
都
民
・
国
民
の
食
と

日
本
の
農
水
産
業
を
守
る
都
議

会
に
し
ま
し
ょ
う
。
【
新
日
本

婦
人
の
会
東
京
都
本
部

岡
林

奈
緒
子
】

7
月
2
日
投
票

で
行
わ
れ
る
都
議

会
議
員
選
挙
の
意

味
が
ま
す
ま
す
大

き
く
な
っ
た
。
5

月
3
日
の
憲
法
記

念
日
に
現
職
の
首

相
が
改
憲
を
目
指

す
と
言
っ
て
の
け
た
。
そ
れ
も

本
丸
で
あ
る
九
条
を
変
え
る
、

2
0
2
0
年
ま
で
に
、
と
改
憲

の
中
身
と
期
限
に
言
及
し
た
の

だ
。
憲
法
九
十
九
条
で
憲
法
尊

重
擁
護
の
義
務
を
負
う
国
務
大

臣
の
ト
ッ
プ
と
し
て
そ
の
重
み

が
分
か
っ
て
い
る
の
か
。
国
会

で
追
及
さ
れ
る
と
「
自
民
党
総

裁
と
し
て
の
見
解
」
「
詳
し
く

は
Ｙ
新
聞
を
熟
読
し
て
」
と
答

弁
▼
森
友
問
題
に
続
き
、
加
計

学
園
問
題
で
は
、官
邸
の
関
与
、

圧
力
を
示
す
文
書
は
有
っ
て
も

無
い
こ
と
に
す
る
。
勇
気
を
も

っ
て
文
書
の
存
在
を
証
言
し
た

人
物
に
は
人
格
攻
撃
。
こ
ん
な

首
相
、
内
閣
は
一
日
で
も
は
や

く
退
陣
願
い
た
い
。
都
議
会
議

員
選
で
改
憲
勢
力
に
圧
倒
的
な

民
意
を
示
し
た
い
▼
豊
洲
移
転

問
題
で
も
新
た
な
進
展
が
あ
っ

た
。
小
池
都
知
事
が
「
（
豊
洲

は
）
8
6
0
億
円
も
の
土
壌
汚

染
対
策
を
施
し
な
が
ら
、
い
ま

だ
『
無
害
化
』
は
達
成
で
き
て

い
な
い
」
と
表
明
し
た
（
定
例

都
議
会
開
会
日
）
。
だ
っ
た
ら

一
刻
も
早
く
、
豊
洲
移
転
を
断

念
し
て
築
地
市
場
の
再
整
備
に

踏
み
切
る
べ
き
だ
ろ
う
▼
知
事

が
代
表
を
務
め
る
「
都
民
フ
ァ

ー
ス
ト
の
会
」
が
政
策
で
豊
洲

問
題
に
触
れ
ず
に
選
挙
に
向
か

お
う
と
い
う
の
は
無
責
任
と
言

わ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
。さ
あ
、

都
民
の
一
人
と
し
て
未
来
に
つ

な
が
る
一
票
を
。
（
の
）

都都都都都都都都都都都都都都都都都都議議議議議議議議議議議議議議議議議議選選選選選選選選選選選選選選選選選選でででででででででででででででででで豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊洲洲洲洲洲洲洲洲洲洲洲洲洲洲洲洲洲洲移移移移移移移移移移移移移移移移移移転転転転転転転転転転転転転転転転転転中中中中中中中中中中中中中中中中中中止止止止止止止止止止止止止止止止止止・・・・・・・・・・・・・・・・・・築築築築築築築築築築築築築築築築築築地地地地地地地地地地地地地地地地地地再再再再再再再再再再再再再再再再再再ススススススススススススススススススタタタタタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーーーーーートトトトトトトトトトトトトトトトトト
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「
森
友
学
園
」「
加
計
学
園
」

と
、
学
校
教
育
を
舞
台
に
繰
り

広
げ
ら
れ
る
安
倍
内
閣
の
政
治

ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
。そ
こ
に
は「
美

し
い
国
」
を
掲
げ
て
愛
国
心
教

育
を
進
め
る
権
力
者
に
群
が
る

人
々
の
、権
力
者
の
意
向
を「
忖

度
」
す
る
態
度
が
浮
き
彫
り
に

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
「
教

育
勅
語
」
を
用
い
て
「
徳
育
的

価
値
」
を
暗
唱
に
よ
っ
て
刷
り

込
み
、自
分
の
頭
で
考
え
な
い
、

体
制
に
素
直
に
従
う
順
応
な
人

づ
く
り
を
す
す
め
る
手
法
と
見

事
に
一
致
し
て
い
ま
す
。

安
倍
内
閣
は
3
月
31
日
、
教

育
勅
語
を
「
憲
法
・
教
育
基
本

法
に
反
し
な
い
よ
う
な
形
で
」

「
教
材
と
し
て
用
い
る
こ
と
ま

で
は
否
定
さ
れ
る
こ
と
で
は
な

い
」
と
の
閣
議
決
定
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
決
定
は
、
「
教
育

勅
語
は
憲
法
違
反
で
は
な
い
」

と
い
う
政
府
の
宣
言
を
意
味
し

ま
す
。
戦
後
70
年
間
一
貫
し
て

き
た
政
府
の
立
場
を
大
転
換
さ

せ
た
も
の
で
す
。

森
友
学
園
の
幼
稚
園
で
の

「
園
児
に
暗
唱
さ
せ
る
」
と
い

う
異
様
さ
が
注
目
さ
れ
ま
し
た

が
、
こ
の
閣
議
決
定
は
、
教
育

勅
語
の
教
材
活
用
が
日
本
中
の

各
学
校
で
も
行
わ
れ
る
懸
念
を

高
め
て
い
ま
す
。

教
育
勅
語
と
は

教
育
勅
語
（
1
8
9
0
年
）

は
そ
の
前
年
の
大
日
本
帝
国
憲

法
発
布
（
1
8
8
9
年
）
に
よ

っ
て
主
権
者
と
な
っ
た
天
皇

が
、
「
臣
民
（
国
民
）
」
に
守

る
べ
き
道
徳
の
規
準
を
示
し
た

も
の
で
す
。
過
去
か
ら
未
来
に

わ
た
る
天
皇
と
国
民
の
道
徳
的

一
体
性
（
「
国
体
」
）
を
強
調

す
る
こ
と
で
、
国
家
の
一
大
事

に
は
天
皇
の
た
め
に
い
の
ち
を

投
げ
出
す
こ
と
を
最
高
の
道
徳

的
価
値
と
し
て
、
こ
れ
を
す
べ

て
の
国
民
に
求
め
た
も
の
で

す
。
戦
前
の
道
徳
教
育「
修
身
」

教
科
書
の
柱
と
な
り
、「
奉
読
」

「
暗
唱
」
な
ど
の
方
法
で
徹
底

さ
れ
た
教
育
勅
語
は
、
学
校
教

育
を
通
じ
て
、
国
民
の
心
を
支

配
し
、
丸
ご
と
戦
争
に
動
員
し

て
い
き
ま
し
た
。

国
民
主
権
の
日
本
国
憲
法
と

は
全
く
相
い
れ
な
い
も
の
で
す

か
ら
、
そ
の
一
部
分
を
切
り
取

っ
て
、
「
い
い
こ
と
も
書
い
て

あ
る
」
な
ど
と
評
価
し
、
あ
た

か
も
憲
法
の
精
神
と
一
致
す
る

か
の
よ
う
な
扱
い
方
を
す
る
こ

と
は
、
子
ど
も
た
ち
に
「
教
育

勅
語
」
に
対
す
る
誤
っ
た
認
識

を
育
て
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

「
い
い
こ
と
も
書
い
て
あ
る
」

は
本
当
？

「
教
育
勅
語
に
は
い
い
こ
と

も
書
い
て
あ
る
」
と
す
る
ひ
と

は
、
「
父
母
に
孝
に
、
兄
弟
に

友
に
、
夫
婦
相
和
し
…
」
な
ど

の
部
分
を
あ
げ
て
い
ま
す
。「
親

孝
行
、
兄
弟
仲
良
く
、
夫
婦
が

仲
睦
ま
じ
く
」
は
悪
く
な
い
。

「
だ
か
ら
教
育
勅
語
は
い
い
」

と
い
う
と
こ
ろ
に
大
き
な
論
理

の
飛
躍
が
あ
り
ま
す
。

「
父
母
に
孝
に
」
と
「
親
孝

行
を
す
る
こ
と
」
は
全
く
同
じ

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
勅
語

は
、
天
皇
か
ら
下
さ
れ
た
国
民

が
無
条
件
で
守
る
べ
き
規
範
で

あ
り
、
法
に
よ
る
秩
序
維
持
を

補
完
す
る
も
の
だ
か
ら
で
す
。

例
え
ば
、「
兄
弟
に
友
に
」は
、

戦
前
の
戸
主
制
度
の
下
で
、
次

三
男
は
財
産
ど
こ
ろ
か
結
婚
も

保
障
さ
れ
な
い
と
い
う
兄
弟
の

法
的
不
平
等
を
前
提
に
、
そ
れ

で
も
争
い
を
す
る
な
と
い
う
道

徳
義
務
を
課
し
た
も
の
で
す
。

「
夫
婦
相
和
し
」
も
、
女
性

に
は
参
政
権
も
な
く
、
女
性
だ

け
に
姦
通
罪
が
適
用
さ
れ
、
女

性
か
ら
は
離
婚
も
出
来
な
い
不

平
等
を
、
無
条
件
に
受
け
入
れ

さ
せ
る
道
徳
規
範
で
す
。

基
本
的
人
勧
が
保
障
さ
れ
な

か
っ
た
時
代
に
、
人
権
に
つ
い

て
考
え
、学
び
、そ
の
獲
得
の
た

め
に
た
た
か
う
こ
と
を
押
さ
え

る
規
範
と
し
て
こ
れ
ら
の
徳
目

が
あ
っ
た
こ
と
を
問
わ
ず
に
、

「
い
い
こ
と
」
と
し
て
教
え
る

こ
と
は
、
真
の
人
権
教
育
を
ゆ

が
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

教
育
勅
語
を
教
材
と
し
て
使

う
こ
と
は
、
歴
史
の
事
実
と
し

て
批
判
的
認
識
を
育
て
る
た
め

に
扱
う
以
外
に
は
、
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
こ
と
で
す
。
【
児
玉

洋
介
・
東
京
総
合
教
育
セ
ン

タ
ー
所
長
】

日
本
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
は
自
分

や
家
族
の
生
活
を
か
け
て
や
っ

て
い
る
、
こ
れ
は
罪
悪
だ
。

美
濃
部
亮
吉
都
知
事

賭
博
が
刑
法
で
禁
じ
ら
れ
て

い
る
の
は
、
そ
の
行
為
自
体
が

悪
だ
と
い
う
社
会
的
合
意
が
あ

る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た

賭
博
行
為
を
都
が
公
然
と
や

り
、
そ
の
寺
銭
で
行
政
を
行
う

と
い
う
の
で
は
、
都
政
自
体
が

不
法
化
し
て
都
民
の
信
頼
を
得

ら
れ
な
く
な
る
の
で
は
な
い

か
。

都
知
事
１２
年

美
濃
部
亮
吉
回
想
録

戦
後
の
公
営
ギ
ャ
ン
ブ
ル

は
、
戦
後
復
興
の
財
源
対
策
の

応
急
措
置
と
し
て
、
国
が
地
方

自
治
体
の
開
催
を
認
め
た
こ
と

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
で
、

地
方
自
治
体
の
財
政
難
を
背
景

に
、
1
9
4
6
年
の
競
馬
再
開

か
ら
競
輪
、
オ
ー
ト
レ
ー
ス
、

競
艇
へ
と
拡
大
し
ま
し
た
。

東
京
に
お
け
る
公
営
ギ
ャ
ン

ブ
ル
に
よ
る
収
入
は
、
東
京
都

が
約
1
0
0
億
円
、
歳
入
総
額

1
・
6
％
と
い
わ
れ
、
特
別
区

も
歳
入
総
額
の
2
・
1
％
に
あ

た
る
約
45
億
円
、
多
摩
の
各
市

（
開
催
市
）
で
は
歳
入
総
額
の

11
・
7
％
に
あ
た
る
約
76
億
円

に
も
の
ぼ
っ
て
い
ま
し
た
。
な

か
で
も
、
府
中
市
、
立
川
市
、

青
梅
市
は
公
営
ギ
ャ
ン
ブ
ル
の

依
存
度
が
高
く
、
そ
れ
ぞ
れ
歳

入
の
28
％
、
27
％
、
青
梅
市
に

い
た
っ
て
は
な
ん
と
53
％
。
歳

入
の
過
半
が
ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
収

入
で
占
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

一
方
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
弊
害

は
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
に
よ

る
生
活
破
綻
、家
庭
の
崩
壊
、青

少
年
へ
の
悪
影
響
、さ
ら
に
は
、

全
国
で
八
百
長
事
件
が
頻
発
す

る
な
ど
社
会
問
題
化
し
、
1
9

5
9
年
に
発
生
し
た
松
戸
競
輪

場
騒
擾
事
件
を
き
っ
か
け
に
ギ

ャ
ン
ブ
ル
に
反
対
す
る
世
論
と

運
動
が
た
か
ま
り
ま
し
た
。

革
新
都
政
は
、
1
9
6
9
年

1
月
に
都
営
ギ
ャ
ン
ブ
ル
を
廃

止
す
る
こ
と
を
表
明
。
た
だ
ち

に
「
東
京
都
競
争
事
業
廃
止
対

策
審
議
会
」
と
「
競
争
事
業
廃

止
対
策
本
部
」
を
設
置
し
、
と

り
く
み
を
開
始
し
ま
し
た
。

そ
し
て
革
新
都
政
は
、
廃
止

ま
で
の
収
益
を
基
金
に
積
み
立

て
、
こ
れ
を
業
者
の
営
業
補
償

に
あ
て
る
な
ど
、
税
金
を
使
わ

ず
に
廃
止
を
実
現
し
ま
し
た
。

こ
の
革
新
都
政
の
決
断
に
対

し
て
、
主
婦
連
な
ど
の
婦
人
団

体
は
大
歓
迎
の
声
を
あ
げ
、
都

民
も
世
論
調
査
で
68
％
（
毎
日

新
聞
）
が
廃
止
を
支
持
し
ま
し

た
。
一
方
、
事
業
を
運
営
し
て

い
る
団
体
や
こ
れ
ら
の
団
体
に

天
下
り
し
て
い
る
都
の
幹
部
職

員
な
ど
は
既
得
権
を
主
張
し
て

反
対
、激
し
く
抵
抗
し
ま
し
た
。

後
楽
園
競
輪
と
オ
ー
ト
レ
ー

ス
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
大

井
競
馬
や
京
王
閣
競
輪
、
多
摩

川
競
艇
な
ど
は
、
特
別
区
や
多

摩
地
域
の
各
市
が
肩
代
わ
り
開

催
を
求
め
、
形
を
変
え
て
継
続

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
今
日
に

至
っ
て
い
ま
す
。
肩
代
わ
り
開

催
の
背
景
に
は
、本
来
、交
付
税

な
ど
で
保
証
す
べ
き
自
治
体
の

財
源
を
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
肩
代
わ

り
さ
せ
て
済
ま
せ
よ
う
と
す
る

国
の
後
押
し
が
あ
り
ま
し
た
。

革
新
都
政
は
、
「
都
営
競
争

事
業
は
、
45
年
度
（
1
9
7
0

年
度
・
筆
者
中
）
か
ら
三
年
以

内
に
廃
止
す
る
」
と
し
た
審
議

会
の
答
申
を
ふ
ま
え
、
1
9
7

0
年
の
京
王
競
輪
閣
を
皮
切
り

に
1
9
7
2
年
度
中
に
全
事
業

を
廃
止
し
た
の
で
す
。

自
治
体
財
政
の
健
全
化

都
が
ギ
ャ
ン
ブ
ル
を
廃
止
す

る
こ
と
の
意
義
は
、
国
と
他
の

地
方
自
治
体
に
対
し
、
地
方
自

治
を
守
る
た
め
の
警
鐘
を
鳴
ら

す
こ
と
で
あ
る
。

都
政

１
９
７
１
〜
４

革
新
都
政
が
、
公
営
ギ
ャ
ン

ブ
ル
の
廃
止
を
打
ち
だ
し
た
理

由
に
は
、
社
会
的
弊
害
の
お
お

い
「
賭
け
事
」
を
地
方
自
治
体

が
経
営
す
る
こ
と
の
問
題
と
と

も
に
、
都
財
政
を
健
全
化
し
、

政
府
に
対
し
て
地
方
財
政
政
策

の
変
更
を
迫
る
こ
と
に
お
お
き

な
意
味
が
あ
り
ま
し
た
。

競
輪
が
廃
止
さ
れ
た
後
楽
園

は
、
そ
の
後
、
若
者
に
も
人
気

の
後
楽
園
遊
園
地
や
東
京
ド
ー

ム
と
し
て
都
民
に
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。

（
卯
月
は
じ
め
）

東京都競馬株式会社・地方競
馬全国協会・全国公営競技主
催者協議会・日本自転車振興
会・全国競輪施行者協議会・
関東自転車競技会・東京都小
型自動車競争会

多
く
の
都
民
か
ら
「
安
心
し

て
住
み
続
け
ら
れ
る
公
営
住
宅

に
入
居
し
た
い
」
と
い
う
切
実

な
声
は
、
都
営
住
宅
入
居
申
し

込
み
の
応
募
の
高
倍
率
と
な
っ

て
表
れ
て
い
ま
す
。
都
営
住
宅

は
、
1
9
9
9
年
の
石
原
都
知

事
以
来
小
池
都
知
事
に
至
る
18

年
間
、
新
規
建
設
が
一
戸
も
あ

り
ま
せ
ん
。

新
宿
生
活
健
康
を
守
る
会
で

は
、
東
京
都
生
活
と
健
康
を
守

る
会
連
合
会
の
「
都
営
住
宅
の

新
規
大
量
建
設
を
求
め
る
」
署

名
活
動
に
取
組
ん
で
き
ま
し

た
。署

名
活
動
で
は
、「
何
度
申
し

込
ん
で
も
当
た
ら
な
い
」
「
ア

パ
ー
ト
の
家
賃
を
払
う
の
が
大

変
」「
近
所
の
都
営
住
宅
が
い
っ

ぱ
い
空
い
て
い
る
の
に
な
ぜ
募

集
し
な
い
の
か
」
な
ど
切
実
な

声
や
疑
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

会
員
か
ら
「
何
年
も
空
室
の

部
屋
が
あ
る
。
入
居
募
集
を
す

べ
き
だ
」と
の
意
見
が
出
さ
れ
、

他
の
会
員
か
ら
も
空
室
に
つ
い

て
の
意
見
や
情
報
が
出
さ
れ
、

「
調
査
し
て
み
よ
う
」
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

新
宿
区
内
の
全
都
営
住
宅
を

調
べ
た（
目
視
）と
こ
ろ
、
空
室

が
約
6
0
0
戸
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
百
人
町
3
・
4

丁
目
ア
パ
ー
ト
で
17
％
、
新
宿

若
松
町
ア
パ
ー
ト
で
42
％
に
も

な
る
大
量
の
空
き
住
戸
が
存
在

す
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

結
果
を
も
と
に
4
月
18
日
、

大
山
と
も
子
都
議
会
議
員
（
共

産
党
・
新
宿
区
選
出
）
の
紹
介

で
、
東
京
都
都
市
整
備
局
担
当

者
と
話
し
合
い
要
請
を
行
い
ま

し
た
。

「
み
な
さ
ん
の
調
査
し
た
戸

数
は
、
都
の
把
握
し
て
い
る
戸

数
と
ほ
ぼ
あ
っ
て
い
ま
す
。
建

て
替
え
な
ど
の
た
め
の
事
業
用

2
0
0
戸
を
除
き
17
年
度
中
に

公
募
の
予
定
が
あ
る
」
と
い
う

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

5
月
の
新
宿
区
内
の
都
営
住

宅
募
集
に
1
0
9
戸
が
公
募
さ

れ
、
区
内
の
若
松
町
ア
パ
ー
ト

は
77
戸
（
調
査
で
は
、
2
0
0

戸
中
84
戸
の
空
住
戸
）
の
募
集

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

要請を行う新宿生活と健康を守る会の代表
＝4月18日・東京都庁内

何が問題か？
「教育勅語と安倍内閣」

都
営
住
宅「
空
室
多
い
」の
声

調
査
―
区
内
６
０
０
戸

募
集
求
め
東
京
都
へ
要
請

―公営ギャンブル廃止―

革新都政が
挑んだもの

都幹部職員の公営ギャンブルへの天下り
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